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平成23年第3回定例 

夕 張 市 議 会 会 議 録 

平成23年9月13日(火曜日) 

午前11時00分開議 

――――――――――――――――――――――― 

◎議事日程 

第 １ 会期の決定について 

第 ２ 市長並びに教育委員会委員長等の行政報告

と報告に対する質問 

第 ３ 議案第 １号 夕張市財政再生計画の変更

について 

第 ４ 一般質問 

――――――――――――――――――――――― 

◎出席議員（9名） 

 大 山 修 二 君 

 小 林 尚 文 君 

 高 間 澄 子 君 

 熊 谷 桂 子 君 

 高 橋 一 太 君 

島 田 達 彦 君 

 藤 倉   肇 君 

 厚 谷   司 君 

 角 田 浩 晃 君 

――――――――――――――――――――――― 

◎欠席議員（なし） 

――――――――――――――――――――――― 

午前１１時００分 開議 

●事務局長 竹下明洋君  ご起立願います。 

●議長 高橋一太君  ただいまから平成23年第3

回定例夕張市議会を開会いたします。 

 会議に入ります前に、本日諸般の事情によりまし

て、予定をしておりました開議時間を30分遅れての

開会となりました。皆様には大変ご迷惑をおかけい

たしましたが、ご理解を賜ります。 

 これより、この先会議を進めてまいりますので、

どうぞよろしくお願いを申し上げたいと思います。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 高橋一太君  本日の出席議員は9名、全

員であります。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 高橋一太君  これより、本日の会議を開

きます。 

―――――――――――――――――――――――

●議長 高橋一太君  本日の会議録署名議員は、

会議規則第118条の規定により 

高間議員 

熊谷議員 

を指名いたします。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 高橋一太君  日程に入ります前に、事務

局長から諸般の報告をいたします。 

●事務局長 竹下明洋君  報告いたします。 

 参与並びに書記の職氏名についてでありますが、

地方自治法第121条の規定に基づき、議長の求めに

応じて出席した参与の職氏名、また本議会の書記の

職氏名は、お手元に配付しておりますプリントのと

おりであります。 

 以上で報告を終わります。 

――――――――――――――――――――――― 

「別紙」 

 市長      鈴 木 直 道 君 

 教育委員会委員長 

         氏 家 孝 治 君 

 選挙管理委員会委員長 

         板 谷   努 君 

 農業委員会会長 山 田   昇 君 

 監査委員    松 倉 紀 昭 君 

◎市長の委嘱を受けて出席した者の職・氏名 

 理事      清 水 敬 二 君 

 理事      高 畠 信 次 君 

 まちづくり企画室長 

         熊 谷 禎 子 君 

 まちづくり企画室主幹 

         佐 藤   学 君 

 まちづくり企画室主幹 

         上 田 晃 弘 君 
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 総務課長    及 川 憲 仁 君 

 総務課主幹   平 塚 浩 一 君 

 総務課主幹   金 光 恭 児 君 

 総務課主幹   佐 藤 喜 樹 君 

 財務課長    石 原 秀 二 君 

 財務課税務担当課長 

         三 浦   護 君 

 財務課主幹   押野見 正 浩 君 

 財務課主幹   大 島 琢 美 君 

 財務課主幹   中 沢 吉 弘 君 

 産業課長    木 村 卓 也 君 

 産業課主幹   朝 日 敏 光 君 

 産業課主幹   成 田 裕 幸 君 

 建設課長    細 川 孝 司 君 

 建設課建築住宅担当課長 

         中 港 康 裕 君 

 建設課主幹   熊 谷   修 君 

 建設課主幹   近 野 正 樹 君 

 建設課主幹   細 木 良 一 君 

 建設課主幹   大 森 世志英 君 

 上下水道課長  天 野 隆 明 君 

 上下水道課技術担当課長 

         小 林 正 典 君 

 上下水道課主幹 竹 澤 祐 幸 君 

 市民課長    芝 木 誠 二 君 

 市民課主幹   千 葉 葉津乃 君 

 市民課主幹   小 松 政 博 君 

 市民課主幹兹单支所長 

   清 野 敦 子 君 

 保健福祉課長兹福祉事務所長 

         池 下   充 君 

 保健福祉課生活福祉担当課長 

 松 本 賢 司 君 

 保健福祉課主幹 武 藤 俊 昭 君 

 保健福祉課主幹 濱 中 昌 一 君 

会計管理者兹出納室長 

    寺 江 和 俊 君 

消防長兹消防次長 

     鷲 見 英 夫 君 

 消防署長    増 井 佳 紀 君 

 消防本部管理課長 

   田 中 義 信 君 

◎教育委員会委員長の委嘱を受けて出席した者の

職・氏名 

 教育長     小 林 信 男 君 

 教育課長    秋 葉 政 博 君 

 教育課社会教育担当課長 

 古 村 賢 一 君 

 教育課主幹   鈴 木 茂 徳 君 

 教育課主幹   西 岡 博 幸 君 

◎選挙管理委員会委員長の委嘱を受けて出席した者

の職・氏名 

 事務局長    及 川 憲 仁 君 

◎農業委員会会長の委嘱を受けて出席した者の職・

氏名 

 事務局長    朝 日 敏 光 君 

◎監査委員の委嘱を受けて出席した者の職・氏名 

 事務局長    及 川 憲 仁 君 

◎本議会の書記の職・氏名 

 事務局長    竹 下 明 洋 君 

 主査      熊 谷 正 志 君 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 高橋一太君  本日の日程は、お手元に配

付しているプリントのとおりであります。 

 それでは、直ちに日程に従って会議を進行いたし

ます。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 高橋一太君  日程第 1、会期の決定につ

いてを議題といたします。 

 この場合、議会運営委員会委員長の報告を求めま

す。 

小林委員長。 

●小林尚文君（登壇）  ただいまから、今期定例

市議会の運営に関し、先に議会運営委員会を開催し

協議しておりますので、その結果についてご報告申

し上げます。 
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  まず会期についてでありますが、付議案件は当初、

議案5件、認定9件、報告6件でありましたが、意

見書案13件が目下調整中でありますので、これらを

合わせますと33件となるものでありますが、意見書

案の調整内容によってはこの件数が変更となること

も予測されますので、あらかじめご承知おき願いま

す。 

 そのほか、通告されております6名、10件の一般

質問、さらに前定例市議会以降における市長並びに

教育委員会委員長等の行政報告と報告に対する質問

でありまして、これらの取り扱いを勘案しながら協

議いたしましたが、会期につきましては本日から27

日までの15日間と決定しております。 

  次に、これらの案件の取り扱いについてでありま

すが、議案第1号夕張市財政再生計画の変更につき

ましては本会議初日に、報告第1号平成22年度健全

化判断比率及び資金不足比率の報告につきましては

第2日目に上程し、即決することといたしておりま

す。 

また、認定第1号ないし認定第9号の平成22年度

各会計決算の認定にかかわる9案件につきましては

議長及び議員選出監査委員を除く議員全員による決

算審査特別委員会を設置し、これに付託の上、審査

することとしております。 

その他の案件につきましては、それぞれ本会議最

終日に上程し、即決することといたしております。 

次に、一般質問の取り扱いにつきましては従前と

同様でありますので、説明を省略いたします。 

次に、審議日程につきましてはお手元に配付され

ております会議日程表に従って順次説明いたします。 

  まず本日は、市長並びに教育委員会委員長等の行

政報告とこれに対する質問を行った後、議案第1号

を上程、議決し、終了後一般質問を行い、この日の

会議は延会といたします。 

 次に、14日は本会議初日に引き続き一般質問を行

った後、認定第1号ないし認定第9号の平成22年度

各会計決算にかかわる9案件を上程し、決算審査特

別委員会を設置して会期中に審査を終えるよう期限

を付してこれを付託し、次いで報告第1号の説明を

受け、この日の会議を散会といたします。 

 なお、14 日は夜間議会を予定しておりますので、

ご承知おき願います。 

次に、15日、16日、20日、21日、26日は議案調

査のため、17 日、18 日、19 日、23 日、並びに 24

日、25日はいずれも市の休日のため、22日は議会か

ら付託された案件審査のため決算審査特別委員会が

開催されるため、それぞれ休会といたします。 

なお、決算審査特別委員会の正副委員長につきま

しては行政常任委員会の正副委員長とすることとし

ておりますので、あらかじめご承知おき願います。 

最後に、27日は本会議第3日目を開催し、決算審

査特別委員会の審査報告と、全議案の上程、議決を

し、本定例市議会を閉会することとしております。 

以上で報告を終わります。 

●議長 高橋一太君  ただいまの議会運営委員会

委員長の報告のとおり、本議会の会期を本日より27

日までの15日間と決定してご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

したがって、本議会の会期は本日から27日までの

15日間と決定いたしました。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 高橋一太君  日程第 2、市長並びに教育

委員会委員長等の行政報告と、報告に対する質問を

行います。 

 市長。 

●市長 鈴木直道君（登壇）  平成 23 年 6 月 24

日から平成23年9月12日までの行政についてご報

告を申し上げます。 

 はじめに財政関係についてでございますけれども、

8月5日、平成23年度普通交付税は36億864万3,000

円と決定されました。 

 前年度対比、1 億 2,504 万 9,000 円の減額、率に

いたしまして3.3パーセント減となったところでご

ざいます。 

 次に地域開発関係についてでございますが、8月2
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日、市役所4階会議室において旧幌单小学校と本市

の自然活用体験活動事業を展開することについて、

株式会社スポートピアとの調印式を開催し、あいさ

つをのべたところでございます。 

 次に一般関係でございますが、6月29日、岩見沢

市において開催された空知地方総合開発期成会平成

23 年度第 1 回定時総会に出席し、平成 22 年度事業

報告及び収支決算を承認した後、平成23年度補正予

算及び平成 23 年度空知地方開発予算要望について

審議決定したところでございます。 

 同じく 29 日、岩見沢市において開催された平成

23 年度空知義務教育施設整備促進期成会総会に出

席し、平成22年度事業報告、決算報告及び監査報告

を承認した後、平成23年度事業計画及び予算につい

て審議決定したところでございます。 

 7 月 1 日、岩見沢市において開催された单空知ふ

るさと市町村圏組合平成23年第2回理事会に出席し、

同組合監査委員の選任を行ったところでございます。 

 7月 4日、滝川市において開催された平成23年度

空知炭鉱（やま）の地域づくり推進会議に出席し、

会長及び副会長の選任をした後、今後の事業展開に

ついて協議を行ったところでございます。 

7月7日、岩見沢市において開催された平成23年度

单空知地域づくり連携会議に出席し、北海道開発局

及び北海道から地域重点プロジェクトの推進等につ

いて説明を受けた後、地域づくりの課題等について

意見交換を行ったところでございます。 

 7月 15日、無料休憩所エルドラドにおいて開催さ

れた全日本エンデューロ選手権第2戦夕張2デイズ

エンデューロ開会式に出席し、歓迎のあいさつを述

べたところでございます。 

 7月 19日、札幌市において行われた空知地方総合

開発期成会による要望行動に参加し、空知地方に係

る平成24年度開発予算の確保について、北海道経済

産業局及び北海道ほかに対して要望を行ったところ

でございます。 

 7月 23日、夕張市石炭博物館において開催された

夕張の歴史と文化を学ぶフォーラムに出席し、あい

さつを述べたところでございます。 

 7月 29日、東京都において行われた空知地方総合

開発期成会による要望行動に高畠理事が代理出席し、

空知地方に係る平成 24 年度北海道開発予算の確保

について、経済産業省、中小企業基盤整備機構及び

東日本高速道路株式会社に対して要望を行ったとこ

ろでございます。 

 8月 1日、札幌市において開催された平成23年第

1 回北海道後期高齢者医療広域連合議会臨時会に議

員として出席し、議長、副議長及び選挙管理委員等

の選出を行ったところでございます。 

 8 月 2 日、夕張市消防本部と東京消防庁との連絡

窓口が設置されたので、消防本部消防長室において

東京消防庁次長に専門電話であいさつを行い、自治

体連携を図ることを確認したところでございます。 

 8 月 6 日、市内登川において登川小学校卒業生を

はじめ、地域有志により建立された登川小学校記念

碑除幕式に出席し、祝辞を述べたところでございま

す。 

 同じく6日、東京都において開催された第14回東

京夕張メロンクラブ総会に高畠理事が代理出席をし、

祝辞を述べたところでございます。 

 8月 17日、平和運動公園球技場においてノルディ

ックウォーキング講座を開催し、あいさつを述べた

後、参加した市民の皆さんとともに講習を受けたと

ころでございます。 

 8月 18日、札幌丘珠空港より北海道開発局札幌開

発建設部夕張シューパロダム総合建設事務所長とと

もに北海道開発局の災害対策用ヘリコプターに同乗

し、ダム建設状況及び夕張川流域の視察を行ったと

ころでございます。 

 8 月 21 日から 29 日まで、福島市の子どもたち夏

のリフレッシュ体験事業がファミリースクールひま

わりやファミリーキャンプ場をはじめ、各所におい

て実施されたので、来夕した児童生徒を市民ととも

に歓迎した後、歓迎セレモニーにおいて高橋一太市

議会議長とともにあいさつを述べ、キャンプファイ

ヤー及びキャンドルサービス等の行事を通じて交流
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を深めたところでございます。 

 8月 26日、夕張市メロン通年栽培場において開催

された夕張市地域振興プロジェクトによる収穫体験

に高畠理事が代理出席し、参加したユーパロ幼稚園

の園児や母親とともに、自然エネルギーの雪を活用

したホワイトアスパラガスやチコリの収穫を行った

ところでございます。 

 同じく26日、岩見沢市において開催された自由民

主党北海道第10選挙区支部移動政調会に出席し、平

成 24 年度国及び北海道予算に関する要望説明を行

うとともに、意見交換を行ったところでございます。 

 8 月 31 日、岩見沢市において開催された平成 23

年度单空知地域政策懇談会に出席し、平成24年度北

海道予算に関する要望説明を行うとともに、意見交

換を行ったところでございます。 

 8月 31日から9月1日まで、ゆうばり文化スポー

ツセンター及び夕張市民健康会館においてシルバー

元気塾イン夕張を開催し、あいさつを述べた後、参

加した市民の皆様とともに講習を受けたところでご

ざいます。 

 9 月 1 日、市役所において北海道コカコーラボト

リング株式会社の協力により設置された災害対応型

自動販売機の手交式と点灯式を開催し、市内4箇所

で運用を開始したところでございます。 

 9 月 9 日、夕張市立夕張中学校においてゆうばり

歴史・教育資料室の開設式が開催されたので、高橋

一太市議会議長とともにテープカットを行ったとこ

ろでございます。 

 6 月 24 日から 9月 12 日まで、市内において各種

機関・団体総会等が開催されたので、次のとおり出

席し、あいさつを述べたところでございます。ご覧

いただきたいと思います。 

 次に現金及び物品の寄附につきましては、別紙調

書のとおり個人及び団体から現金及び物品等の寄附

がございました。 

 本議会を通じまして感謝の意を表し、報告に替え

させていただきたいと思います。 

 以上、行政報告を終わります。 

●議長 高橋一太君  教育長。 

●教育長 小林信男君（登壇）  平成 23 年 6 月

24 日より 9 月 12 日までの教育行政の主なものにつ

いてご報告させていただきます。 

 7 月 5 日、岩見沢市において開催されました平成

23年度第2回空知管内市町教育委員会教育長会議に

出席をし、空知教育局の各課所管事項について説明

を受けたほか、当面する教育上の諸課題について意

見交換を行ったところであります。 

 7月 26日、岩見沢市において開催されました平成

23年度第2回公立高等学校配置計画地域別検討協議

会に出席をし、北海道教育委員会新しい高校づくり

推進室から公立高等学校配置計画案について説明を

受けた後、当面する諸課題についての意見交換を行

ったところであります。 

 8 月 24 日から 25 日まで、函館市において開催さ

れました北海道都市教育委員会連絡協議会定期総会

に教育委員長とともに出席をし、平成22年度会務報

告及び収支決算、並びに平成23年度事業計画、収支

予算について承認した後、平成23年度新役員の選出

を行ったところであります。 

 8 月 31 日、教育委員による市内小学校、中学校、

ユーパロ幼稚園、夕張高等学校並びに夕張高等養護

学校の視察を行い、運営状況や幼児、児童生徒の様

子等について説明を受けた後、授業参観及び意見交

換を行ったところであります。 

 9 月 9 日、夕張の小中学校の歴史と伝統を市民の

心に長く留め、後世に引き継ぐため、子どもたちの

学習の場としてのみならず、広く市民の思い出の場

として活用することを目的とし、夕張中学校内にゆ

うばり歴史・教育資料室を開設したところでありま

す。 

 以上、報告とさせていただきます。 

●議長 高橋一太君  これより、報告に対する質

問を行います。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 よろしいですか。 

 ないようでありますから、日程第 2、市長並びに
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教育委員会委員長等の行政報告と報告に対する質問

はこの程度で終結いたします。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 高橋一太君  日程第 3、議案第 1 号夕張

市財政再生計画の変更についてを議題といたします。 

 理事者から提案理由の説明を求めます。 

 理事。 

●理事 清水敬二君（登壇）  議案第1号夕張市

財政再生計画の変更について提案理由をご説明申し

上げます。 

 本議案は、本年3月に実施しました財政再生計画

の変更以降に生じた新たな課題に対応するため、国

及び北海道との協議を踏まえ財政再生計画を変更す

ることについて、地方公共団体の財政の健全化に関

する法律第9条第1項の規定により議会の議決を得

ようとするものであります。 

 なお、本議案は同法第10条第6項の規定に基づき

総務大臣に協議を行い、その同意を前提とするもの

でありますことから、当該変更計画が効力を有する

日につきましては総務大臣の同意を得た日とあらか

じめ設定し、あわせて議会の議決を得ようとするも

のであります。 

 計画変更の主な内容としましては、4月23日から

24 日にかけて発生した豪雤により被害のありまし

た普通河川シリッツルオマップ川の災害復旧工事に

関しまして、国庫負担金及び現年発生補助災害復旧

事業債を新たに計上するほか、幸福の黄色いハンカ

チ基金からの繰り入れを活用した中学校教材教具の

整備や、児童生徒通学安全対策事業、不要公共施設

除却工事など、夕張市に対して温かい寄附をしてい

ただいた方々の意向を反映した事業に係る経費、そ

れから地域介護・福祉空間整備等施設交付金を活用

した老人福祉会館共生型整備事業の実施、空知産炭

地域総合発展基金収入を活用した企業誘致促進事業

の増額やリサイクルセンター圧縮梱包機補修の実施、

幼稚園や共同浴場といった市民生活に密着した施設

等に係る維持修繕事業の増額、また、児童扶養手当

給付費や障害者自立支援給付費が確定したことに伴

う過年度過誤納還付金の増額などであります。 

 よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い

申し上げます。 

●議長 高橋一太君  これより質疑に入ります。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 質疑、討論ともないようでありますから、直ちに

採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませ

んか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 高橋一太君  日程第 4、これより一般質

問を行います。 

 一般質問の通告は、6名の10件であります。 

 質問の順序は、大山議員、高間議員、熊谷議員、

藤倉議員、厚谷議員、角田議員であります。 

 それでは、大山議員の質問を許します。 

 大山議員。 

●大山修二君（登壇）  大山修二でございます。 

 通告に従いまして質問をいたしますので、よろし

くお願いをいたします。 

 はじめに、鈴木市長には市長に就任されて間もな

く5カ月が経過をするところでございます。 

 その間、精力的に公務をこなされていることに対

し、心から敬意を表するところでございます。今後

とも、夕張再生のための市政運営に取り組んでいた

だきたいと思うとともに、私たちもそのことに協力

をしていきたい、このように思っているところでご

ざいます。 

 さて、通告の質問でございますが、ユーパロの湯

の再公募に関連して4点の質問をいたしますので、

よろしくお願いをいたします。 

 9 月 7 日の行政常任委員会において担当課から報

告がありましたが、ここで改めて市長にお聞きをい

たします。 

 はじめに、この施設の再開に当たり建設業者の支
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援を受け、施設及び設備等を調査した結果、施設の

補修、設備の更新、さらには経営効率を高めるため

の改修等を実施した場合、再開には合わせて約

9,500万円の費用が必要との試算が出されました。 

 このことを踏まえ、市はこの施設の設置目的の概

念にとらわれず幅広いアイディアを募集する、こう

いうことでありました。 

 これは、市のホームページでも掲載をされており

ますが、この幅広いアイディアとはあまりにも漠然

としており、市としてはどのようなことを想定して

いるのかお聞かせ願います。 

 2 点目に、この施設は夕張市、そして夕張市民に

とりまして大変貴重な財産であります。 

 これを再開させるために、10月に予定されており

ます公募について、ただ卖にホームページで公募す

る、こういうことではなく、現在までの市の持って

いる情報、これについては様々なデータがあるでし

ょうが、施設の運営を検討するに当たり大変貴重な

資料となると思います。 

 市は、これらの資料を公表していく用意があるの

かお聞かせ願います。 

 3 点目に、市長が力強く宣言されております東京

都との連携の中で直接的な支援ではないにせよ、違

った角度からの支援を求めることは考えていないの

かお聞かせ願います。 

 4点目に、事業者がこの施設を運営していく上で、

市の支援策として水道料金等について当分の間、減

免する等の優遇措置を行う考えがないのかお聞かせ

願います。 

 いずれにいたしましても、現在、夕張市は大変厳

しい状況にあります。その制約された状況にあって

も何としても再開する、そういった思いも含め、以

上4点の質問についてご答弁よろしくお願いを申し

上げます。 

●議長 高橋一太君  はい、市長。 

●市長 鈴木直道君（登壇）  大山議員のご質問

にお答えいたします。 

 ユーパロの湯の再公募等についてでございますが、

まずご質問いただきました幅広いアイディアの募集

につきましては、市として市内に湧出している温泉

の有効活用を図り、都市と山村の交流や地域住民の

健康増進、さらに就労の場の創出といった目的に資

するような利用を期待しておりますが、それ以外に

も温泉熱を利用するなど幅広い利活用について提案

していただけたらというふうに考えているところで

ございます。 

 ホームページ等による情報の提供ということにつ

きましては、今後正式な公募を開始する際、建物や

設備の老朽化状況を掲載することを考えております。 

 また、現地説明会を開催する中でこれまでの温泉

施設としての運営状況等についてお知らせをしてい

きたいというふうに考えているところでございます。 

 次、東京都との連携についてですけども、大山議

員ご指摘のとおり直接的な支援ということは困難な

部分がございますが、東京都に限らずですね、様々

なつながりを通してこの施設公募については広くＰ

Ｒをしていきたいというふうに考えているところで

ございます。 

 また、水道料金の減免等の優遇措置ということで

すが、市内の各企業や事業者との整合性を考慮する

必要があることから、優遇措置は考えておりません。 

 施設の再開に向けての考え方についてはですね、

市民の多くの方が温泉施設としての再会を望んでい

るということは承知しております。 

しかし、温泉施設として再開するためには、大山

議員ご指摘のとおり約9,500万円という改修費等が

必要となるという調査報告による試算がなされてお

ります。 

 財政再生計画の枠組みの中で、市がそういった改

修費等を負担するということは非常に厳しい状況が

ございます。 

 市としては、温泉施設にとらわれずにですね、市

民にとってより良い提案が一つでも多く出していた

だくためにあらゆる機会を通してですね、積極的に

ＰＲをしてまいりたいというふうに考えております。 

 こういったＰＲ活動を展開してまいりますけども、
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議員の皆様におかれましてもご協力のほどよろしく

お願い申し上げます。 

 以上でございます。 

●議長 高橋一太君  大山議員、再質問ございま

すか。 

 はい、大山議員。 

●大山修二君  ご答弁ありがとうございました。 

 そこで、何点か再質問をさせていただきます。 

 答弁の中で幅広い利活用の提案を期待する、この

ようにありましたけども、温浴施設から約700メー

トルほどだと思いますが、離れた場所に2号源泉が

あります。ここは私も見ておりますが、現在でも温

泉が湧出しております。 

 仮に、応募事業者からの提案でこの離れた場所で

その温泉を活用した何らかの生産施設を建設する。

これは当然、温浴施設を経営しながらということに

なりますが、そういった離れた場所に施設を建設す

るような提案があった場合、どのように対応するの

か、現在のお考えをお聞かせください。 

●議長 高橋一太君  はい、市長。 

●市長 鈴木直道君  ご質問にお答えいたします。 

 700 メートル離れた所に 2 号源泉があるというこ

とでございますけども、市としてもですね、大山議

員ご指摘のとおり、ユーパロの湯の施設と一体とし

てですね運営していただくという事業展開のご提案

があればですね、それもひとつというふうに考えて

まいりたいと思っております。 

●議長 高橋一太君  再質問ございますか。 

 はい、大山議員。 

●大山修二君  様々な可能性を求めて、柔軟な体

制で対応していただきたいというふうに思います。 

 次に情報の提供についてですが、ホームページ、

さらには現地説明会等で周知したいということであ

りましたが、これははっきり申し上げていいデータ、

悪いデータ、たくさんあるでしょうが、関連する情

報はすべて公表していただきたい、このように思っ

ております。これは要望です。 

 次に、東京都との関連の話がありましたが、東京

都に限らず様々な市長のつながりの中で、この件に

関して現在何か具体的な行動を起されているのか、

もしあれば支障のない範囲でお聞かせ願いたいと思

います。 

●議長 高橋一太君  はい、市長。 

●市長 鈴木直道君  ご質問にお答えいたします。 

 すでにですね、いろいろ私、札幌市内に入ること

やいろんなところに行く機会がありますので、様々

なこの温泉施設だけではないんですが、ネーミング

ライツであったり、夕張が今、状況困っている部分

についてはですね説明する機会があればお話をして

いるところでございます。 

 ただ、今後はユーパロの湯ということに限ってい

ますと、来月、例えばですね札幌ゆうばり会ですと

か、これも夕張で開催されるというふうに聞いてお

ります。また、新しく誕生しました旭川夕張会、こ

ちらも夕張で開催いただけると聞いております。 

 また、毎年参加しています東京夕張会、こういっ

たふるさと会もございます。 

 こういった様々なですね、機会を通して広くＰＲ

してまいりたいというふうに考えているところでご

ざいます。 

●議長 高橋一太君  はい、大山議員。 

●大山修二君  今、市長のおっしゃられたとおり、

市長に限らず市の幹部の皆さんも含め、いろいろな

場面でＰＲをしていただきたい、このように思って

おります。 

 いずれにしても、この施設の再開には9,500万円

ほど必要になるわけですが、見方を変えれば 9,500

万円で温泉の経営がまずスタートできると、こうい

う見方もあるわけです。この辺も大いにアピールし

ていただきたいと、このように思っております。 

 最後に、この施設の再開を多くの市民の皆さんが

望んでいます。また、再開することによって雇用も

生れます。さらには、市長が6月の定例会で答弁さ

れたように、再開することによって交流人口の増加、

こういうことも考えられます。 

 これらのことを踏まえて、この問題、問題といい
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ますか、このことに対して前向きに対応していただ

きたい、このように思っております。 

 以上申し上げ、質問を終わらせていただきます。

ありがとうございました。 

●議長 高橋一太君  以上で大山議員の質問を終

わります。 

 次に、高間議員の質問を許します。 

 はい、高間議員。 

●高間澄子君（登壇）  それでは、通告に従い一

般質問をさせていただきます。再生計画についてお

尋ねをいたします。 

 2006年、平成18年6月20日、第2回定例市議会

の冒頭、当時の市長より法の下での財政再建に取り

組む旨の表明があり、実質財政破綻した夕張市は

2007年の4月より財政再建団体として再生計画を実

施してまいりましたが、地方自治体財政健全化法が

施行され、2010年度からは全国初の財政再生団体に

移行するために新たな再生計画の策定作業を進め、

計画には市民生活の安心安全の維持、そして地域の

活力維持など、地域の再生と財政再建の両立を掲げ

て、74 事業を盛り込んで 19 年で赤字返済の素案を

策定いたしました。 

 その後、道の支援策で1年短縮、また、国、道、

市の協議で計画期間中の交付税は素案段階より増額

を見込めることにより1年の期間短縮が可能となり、

夕張市再生 17 年で最終案が固まったところであり

ます。 

 道や市は、さらなる期間短縮に向けて国に支援を

求めていく方針を述べ、当時の原口大臣も関係省庁

に支援策の検討を要請したとされますけれども、先

行きは不透明のままであります。 

 この財政再生団体として期間短縮を成し遂げるに

は、国、道との交渉は避けて通ることはできないわ

けでありますし、さらには歴代の総務大臣、また北

海道知事が短くしなければいけないと言われている

ところであります。 

 今日までの交渉、総務大臣、知事に対してですね、

この今日までの交渉の経過に伴い、今後、国、道と

の交渉、協議についてはどのようにしていこうと考

えておられるのか、市長にお尋ねをいたします。 

 2 点目でございますけれども、現行の再生計画、

特に期間短縮に向けた今後の対応、考え方について

お尋ねをしたいと思います。 

 市長と話そう会の中で、市民が本当に何を望むの

か、市民が市長にどんな思いを持っているのか、市

民の声を吸い上げ、必要な事業は盛り込んでいくの

だと思いますが、今の再生計画は再生計画策定の段

階において102項目の懸案事項が挙げられたけれど

も、厳しい財政状況の中ですべての項目を計画に盛

り込むことは非常に困難であるけれど、市民の安全

安心の維持確保を図る上から、必要性及び緊急性を

精査して74項目を盛り込み、盛り込められなかった

ものについては緊急が発生時に計画変更しながら対

応をしていく計画であります。 

 市長は、この再生計画、この期間短縮に向けてで

すね、今は現状このような状況でありますけれども、

市長はどのようにお考えがあるのかお聞かせ願いた

いと思います。 

 以上でございます。 

●議長 高橋一太君  はい、市長。 

●市長 鈴木直道君（登壇） 高間議員のご質問に

お答えいたします。 

  財政再生計画に関する道や国との協議についてで

ございますけども、本市の財政再生計画は平成 41

年度までとなっており、計画期間があまりにも長期

間にわたることから、私としては何とかこれを短く

できないものかという思いで、市長就任後、高橋は

るみ知事を訪問させていただき、その思いを伝える

とともに支援の要請を行ってまいりました。 

また、片山前総務大臣にも直接お会いさせていた

だき、本市が置かれている現状を説明した上でさら

なる国の支援について要請を行ったところでござい

ます。 

 なお、道や国への支援要請の際には市民が安心し

て住み続けたいと思えるまちづくりを進めるために、

何よりも将来への夢と希望がなくてはならないとい
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う私の考えをご説明してですね、高橋知事、片山前

総務大臣もそれに共感していただき、そのための助

言や支援を強くお願いしたところでございます。 

 次に財政再生計画の期間短縮に向けた今後の考え

方についてでございますけども、市長と話そう会が

9 月にスタートいたしまして、多くの地域でこれを

展開し、市民の皆様の声というものを聞き入れなが

らですね、再生計画に反映させていくわけなんです

けども、私としては新たな政権が誕生しましたが、

これまで進めてきた本市の努力、こういったものを

基本としつつも、こういった市民の皆さんの声をお

伺いしながら、市民生活の安心安全に必要なものに

ついてはですね、優先順位を整理して再生計画に反

映させ、そしてそれに対する道や国に対する要望、

要請項目というものについても整理をしてですね、

今後働きかけを行っていきたいというふうに考えて

いるところでございます。 

 以上でございます。 

●議長 高橋一太君  高間議員、再質問・・・、

はい高間議員。 

●高間澄子君  私自身もですね、この卖に期間短

縮をすればよいという、そういうふうには思ってい

ないわけでございます。中身を落とさずに、期間短

縮をするのであれば最初に再生計画を作ったときに、

この102項目の懸案事項を例えば半分にすれば半分

の期間で、卖純に考えるとそういう半分で済むわけ

でございますけれども、やはり中身を落とさずにい

かに期間を短くしていくのかということが、やはり

夕張の市民にとって大事な部分ではないかなという

ふうに思います。 

 計画をあけたときにですね、報道で予測されてい

るような6,000人ありきではなくて、やはり夕張の

まちが活性化をしていけれるような、やはり企業を

誘致するとか、そういう中身の濃い内容をしっかり

と取り組んでいかなければいけないなというふうに

思っております。 

 それとあとですね、東京都の連携ということで市

長さんが言われている中にですね、再生計画はやっ

ぱり市と道と国との協議の中で進められてきており

ます。 

 その中において、市長さんは主張されている中に

ですね東京都の連携。やっぱり、東京都の応援をと

いうことが強く言われている部分が随所にあります。 

 再生計画というのは、今言ったように3者でしっ

かり協議をしていくという、こういう前提がござい

ます。この中において東京都の連携というか、そう

いうものを東京都の連携というものをどういうふう

に取り入れていこうとされているのかお聞きさせて

いただきたいと思います。 

●議長 高橋一太君  はい、市長。 

●市長 鈴木直道君  お答えいたします。 

 3 者協議という中に東京とはどう連携していくか

という趣旨のご質問かと思うんですけども、北海道

そして国、夕張市という連携が基本であるというこ

とは十分認識しております。 

 私は、東京都との連携というものもですね訴えさ

せていただいた中には、東京都は不交付団体であり、

夕張は財政再生団体で、ある意味では最も国に依存

している自治体でございます。そういった意味では、

なかなか国に対してこれまでも連携はしてきて、主

張すべきことは主張してきていますけども、なかな

か言いずらい部分も正直なところあると思っており

ます。 

 そういった中で、東京にとっても課題であり、夕

張にとっても課題であり、そこの共通の課題があっ

た上で、国の例えば規制緩和だとかそういったもの

を一緒に求めていこうとかそういった共通部分があ

ればですね、そういう3者の協議の中に東京都が入

るということではないんですが、要望等を一緒に行

うとかですねそういったことについては検討してい

きたいというふうに考えているところでございます。 

●議長 高橋一太君  はい、高間議員。 

●高間澄子君  市長もですね、4 月に市長になら

れて5カ月になろうとなっております。 

 その中でですね、今回総務大臣も替わりましてで

すね、今、3 者協議ということの言葉も出ましたけ
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れども、これから道、国、そして夕張と、この3者

懇談の予定は考えられていらっしゃるのでしょうか。 

●議長 高橋一太君  はい、市長。 

●市長 鈴木直道君  これまでですね、藤倉前市

長のご尽力によりまして、そういった国と道と夕張

市が懇談する場というものが実施、実際にされてき

まして、直接協議ができるということは非常に有効

な協議の場であるというふうに考えているところで

ございます。 

 以前の6月議会でも、片山前総務大臣が夕張にぜ

ひ早い段階で入りたいというお話をしておりました

ので、夕張に来ていただくときにですねそういった

場が設けられればというふうに考えていたところで

すが、大臣替わりましたので、また新しい大臣に対

してですね夕張の実情を訴えるということがまずあ

って、そこから先ですね3者が話し合う場が設ける

ことができるのであれば働きかけていきたいという

ふうに考えています。 

●議長 高橋一太君  はい、高間議員。 

●高間澄子君  先ほども述べたように、本当にこ

の懇談の中では高橋知事も、また総務大臣にしても

本当に期間は長過ぎるという言葉は聞くのでありま

すけれども、じゃあ現実の上でですね短縮させる根

拠になる、そういう歳入が確保できるのかどうかと

いうことが、やはり国としての公の返答が見受けら

れるわけですよね。そういう意味で、今でさえこの

厳しい歳出を夕張は強いられているわけであります。 

 さらに、この歳出をですね抑制できるのかという、

やはり国は財源がなければこの短縮は難しいという、

こういう基本姿勢というのは公の場ではくずしてい

ないわけですよね。こういう国の意見というか、そ

ういう立場を通しているわけであります。 

 そういう中においてですね、やはりしっかりとま

た3者懇談は、再生計画が今、できているとは言え、

この3者懇談をしていくことがやっぱりもっとも大

事な部分かなというふうに私は感じております。 

 そういう意味で、国が言う歳入が確保できるのか

というね、こういうこの国の姿勢をどういうふうに

くずしていこうとされているのかちょっとお聞かせ

いただければと思っております。 

●議長 高橋一太君  はい、市長。 

●市長 鈴木直道君  歳入がなければ赤字解消が

進まないというのは当然のことでして、それをです

ね私も前片山大臣にお話しているときにも、財政破

綻した夕張は唯一の今、現時点再生団体ですけども、

それだけじゃなく、巨額なですね財政赤字を抱えた

自治体である。 

 そういう意味では、財政健全化法という新しい法

律ができましたので、そういった巨額の財政赤字を

抱えて財政破綻するというところがですね、今後お

そらく同規模では出てこないだろうという認識につ

いては共有させていただきました。 

 ただ、問題なのはそこに対して破綻しないように

ですね、予防措置的な法的な整備であるために、破

綻してしまったところの救済策はないことが問題で

あるということは、当時の前大臣も認識をしており

ます。当時の前大臣というか、総務省の大臣だった

わけですから、総務省がそういうご発言をされてい

る。 

 その問題についてを、じゃあ同じですね土俵に上

がって共に考えていこうというスタンスで、そこは

解消を図っていくという必要があるのかなというふ

うに考えております。 

●議長 高橋一太君  はい、高間議員。 

●高間澄子君  これで最後にしたいと思います。 

 市長の考え方、再生計画に対しての考え方、また

期間短縮をしていきたいというその思いというのが

本当によく伝わってまいります。 

 私自身もですね、市民の皆様の思いをくみながら、

再生計画短縮を目指してあらゆる方法を模索しなが

ら、しっかりと自分自身でできること、しっかりと

取り組んでいきたいと、こんなふうに思っておりま

すので、これからもまた市長さんの考え方、しっか

りまた自分自身も考えながら、協力できるところ、

またしっかりと取り組んでいきたいなと、こんなふ

うに思っております。 
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 ありがとうございました。 

●議長 高橋一太君  以上で高間議員の質問を終

わります。 

 お諮りをいたします。 

 熊谷議員の質問は午後1時からといたしまして、

午後1時まで昼食休憩といたします。 

―――――――――――――――――――――― 

午前１１時５７分 休憩 

   午後 １時００分 再開 

―――――――――――――――――――――― 

●議長 高橋一太君  休憩前に引き続き、会議を

再開をいたします。 

 次に、熊谷議員の質問を許します。 

 はい、熊谷議員。 

●熊谷桂子君（登壇）  日本共産党の熊谷桂子で

す。通告に従い、2 点について質問いたします。 

 まず1点目に、シューパロダム周辺整備にかかわ

って質問をいたします。 

 2009年9月の政権交代により全国的に大幅なダム

工事の見直しが行われ、夕張シューパロダムの周辺

整備について予算として大きな変更、削減があると

の情報で、市民からはダムの完成が間近に迫った今、

市内にできる国内でも最大級のダム大人造湖の利活

用にかかわる周辺整備に関心が寄せられています。 

 夕張シューパロダム周辺整備検討委員会が 2001

年 11 月に設立され、2004 年 8 月に周辺整備の基本

方針として、巨大ダムを契機として夕張岳の自然や

炭鉱、林業などの歴史を資産として守り育てること

を諮問したものの、その後、周辺整備事業の主体と

なる夕張市の財政破綻により計画は一切具体化して

いないとの情報もありますが、まず現在の進捗状況

を伺います。 

 また、ダム周辺に居住する住民の課題についてど

のように把握し、どのように解決するのか伺います。 

 さらに、まちづくりの一環としてこの大人造湖の

周辺整備を今後どのように考えるのか、市長のご所

見を伺います。 

 次に、脱原発、自然エネルギー、再生エネルギー

で雇用を作ることについて質問いたします。 

 3月11日の東日本大震災は地震と津波だけではな

く、戦後最大の国難と言われるほどの深刻な原発事

故を引き起こし、福島第１原発からの放尃能汚染は

未だに収束のめども立っておりません。 

 東日本各地では、野菜から、お茶から、牛肉から

放尃線が検出されています。 

 福島の子どもたちは、放尃能に汚染されたグラウ

ンドを使わなければなりません。 

 今も日本列島各地で地震が頻発し、夕張でも昨夜

も地震がありましたが、この一連の地震は卖なる一

過性のものではなく、日本列島が20年から40年周

期の地震活動期に入った結果に過ぎないと、多くの

地震専門家たちは指摘しています。 

 泊原発をはじめ、全国各地で原発に危険を感じる

声を封殺するために、原発利益共同体によるやらせ

メールが横行していた報道を見ますと、やらせをし

なければ危険を察知して反対する住民を上回る賛成

多数にはなり得なかった。そのことが証明されたの

だと思います。 

 さて、1 点目に海底に活断層が発見されたと報告

されている泊原発に福島並みの事故があった場合、

風評被害を含め市内被害状況がどの程度と予測され

るのか伺います。 

 また、原発とは対極にある再生可能エネルギーは

自然で起っている現象から取り出すことができ、一

度利用しても再生可能な枯渇することのないエネル

ギー資源であり、太陽光、風力、波力、流水、地熱、

バイオマスなど、自然の力で定常的に補充されるエ

ネルギー資源より導かれ、発電、給湯、冷暖房、輸

送、燃料等に用いられます。 

 そこで2点目に、夕張に自然エネルギー、再生可

能エネルギーについてどのような可能性があると認

識されているのか伺います。 

 3点目の質問です。 

 エネルギーをどうするのか、尐子高齢化の中で社

会をどうしていくのか、住んでいる地域でどうやっ

て食べていくか。夕張はもちろん、日本のすべての
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コミュニティが直面している問題です。 

 この難題を克服し地域が生き延びていく、それこ

そが自然エネルギーの可能性だと言われております。 

 世界全体で見ると、2010年、風力、太陽光、バイ

オマスの総発電量は、原子力による総発電量を追い

越しました。風力発電は毎年30パーセントずつ市場

を拡大しており、あと 3 年から 5年で原子力の 3.8

億キロワットをほぼ追い越すであろうと言われてお

ります。 

 北海道新聞によりますと、拡大する太陽光や小水

力、風力といった再生可能エネルギーはその雇用効

果も期待されています。 

 雇用には、施設の建設と設備の据え付け、燃料の

製造、保守・点検などに設置した地域ごとに雇用が

生れます。 

 ドイツの資料によりますと、再生可能エネルギー

に投じられた補助金45億円よりも、削減された化石

燃料50億円と、支出額を上回る成果を挙げています。 

 また経済効果は290億円と、支出額の6倍を超え、

関連産業が生み出した雇用は 34 万人に上るとの試

算もあります。現在、世界で最も成長している分野

がこの自然エネルギーの分野です。ですから、安全

性や持続可能性という側面からだけでなく、儲かる

から参入している企業もたくさんあります。 

 最近になって環境省が日本の風力発電の導入可能

性を公表したところによりますと、風力だけで日本

の全電力を何倍も超える潜在能力があると発表され

ました。 

 また先般、再生エネルギー特別措置法が成立し、

来年7月の施行に向けて動き出しました。 

 買い取り価格が普及の鍵と言われていますが、モ

デルケースとして、現在、秋田県では40万世帯、1

世帯年間25万として計1,000億円の光熱費を毎年支

払い、そのお金はすべて県外に出ていきます。 

 今、秋田県に風力発電機1,000基を作る構想があ

り、その売電だけで1,000億円になる見込みで、代

表的な農産物である秋田こまちの売り上げと同額に

なるという計算です。 

 そのお金を地域で循環させる構造を作ると豊かさ

が地域に広がっていく、そういう構造にしていくの

が自然エネルギーのあり方だと言われています。 

 地域社会をどう巻き込めば健全なビジネスモデル

が作れるのか、地方の過疎や高齢化解決にも可能性

があると言われるこの再生可能エネルギーについて、

まちづくりの一環、雇用対策として市として戦略的

にかかわるべきと考えますが、市長のご所見を伺い

ます。 

 以上、2点についてお伺いいたします。 

●議長 高橋一太君  はい、市長。 

●市長 鈴木直道君（登壇）  熊谷議員のご質問

にお答えいたします。 

 最初に、シューパロダム周辺整備の現在の進捗状

況についてでございます。 

 シューパロダム周辺整備については、平成16年8

月に夕張シューパロダム周辺整備計画検討委員会か

ら夕張シューパロダム周辺整備計画基本方針の策定

について市長に答申がなされたところでございます。 

 答申では、夕張及び大夕張の自然、歴史、地名、

人など多くの資産を守り育てていく整備について提

言を受けたところであります。 

 また、ダム上流部においては記念碑公園、眺望公

園の整備、大夕張森林鉄道夕張岳線第1号橋りょう、

いわゆる三弦橋の一部保全保存も含め、所有者、ダ

ム事業者その他関係機関との協議の必要性が示され

ております。 

 さらに、ダム下流部においては地元住民の皆様が

中心となってまとめられましたリフレッシュタウ

ン・シューパロの里、单部まちづくり計画書への支

援の必要性と、旧单大夕張駅構内の鉄道車両と一体

化した大夕張公園の整備修復を関係団体と協議する

よう答申があったものです。 

 本市としては、答申にある記念碑公園、眺望公園

等の実現について、同年10月に夕張シューパロダム

周辺整備推進小委員会を設置し、事業の組み立てや

事業費について検討しながら準備を進めてまいりま

したが、議員ご指摘のとおり平成18年6月に財政再
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建団体入りの表明により、答申された周辺整備事業

のうち、市の取り組みについては財政負担を伴うも

のについて事業化を断念せざるを得ない状況になり

ました。 

 しかしながら、財政破綻した後もその実現に向け

てダム事業所と協議をする中で、平成20年には地元

住民の協力により单部まちづくり計画にあるパーク

ゴルフ場が整備され、平成21年には三菱大夕張鉄道

保存会が列車の保存維持の活動を行っていただいて

いる旧单大夕張駅跡地に駐車場が整備されました。 

 現在、記念碑公園も含めた眺望公園、これは仮称

ですけども、の整備に向けてダム事業者と調整中で

あり、三弦橋についても移設や撤去することなく現

状の形で保存することについての協議を進めている

ところでございます。 

 また、单部まちづくり計画にあるビジターセンタ

ーは現在、ダムインフォメーションセンターがその

機能の一部を担っており、センター内には地域の歴

史的資料等も展示されております。 

 さらに、平成22年8月18日には夕張商工会議所、

夕張シューパロダム单部地区対策委員会、夕張観光

プロモーション推進協議会から夕張シューパロダム

の観光振興策に関する要望書を受け、同年 11 月 4

日にはダム完成後の関連施設整備について共に要望

を行っております。 

 なお、要望事項のひとつであります眺望の良い場

所に駐車スペースを確保することについては国道沿

いに整備される予定がございます。 

 また、その他関連施設についても本年8月26日に

開催された自民党第10選挙区支部移動政調会、また

8月31日に開催されました民主党单空知地区政策懇

談会において関係する道議会議員の皆様に対して要

請をしたところでございます。 

 次に单部地区が抱える課題についてございますけ

ども、国道452号線の付け替えについてであります

が、現在、整備中であり、本年12月には供用開始す

る予定と伺っております。 

 また、その单部市街地の道路整備について新たな

除雪負担とならない道路整備をするようにとの地元

の意向を確認し、来年度には現道なりに改修するこ

ととされているところでございます。また、現道の

歩道橋についても地域の要望を受けて、来年度撤去

することとされております。 

 これらにつきましては、本年7月7日に開催され

た国の工事説明会の中で地域の皆さんが確認したも

のと聞いているところでございます。 

 次ですね、シューパロダムを生かしたまちづくり

という観点ですけども、单部、鹿島地区については

夕張岳周辺の自然環境のほか、特異な構造形式が土

木史的にも貴重とされる三弦橋や大夕張鉄道線など、

貴重な産業遺産群が多く残されております。しかし

ながら、その一方で未だその遺産価値を十分発信で

きていないものが多いのが現状であると思っており

ます。 

 平成26年度にシューパロダムが完成されますと、

国道452号線は富良野と夕張を結ぶ観光ルートとし

て交通量または観光客の増加が期待されることから、

先に申し上げました貴重な自然や産業遺産を、そし

て大夕張、单部の歴史、こういったものを最大限活

用して、観光拠点づくりが单部地域にとって有効な

振興策であるというふうに考えているところでござ

います。 

 そのためにも、まず夕張シューパロダムインフォ

メーションセンターや旧幌单小学校などに残されて

いる歴史資料の有効活用策について、市民の皆様の

ご協力のもとで検討を進める必要があるというふう

に考えているところでございます。 

 次にですね、脱原発、自然エネルギーで雇用をと

いただいているご質問の中で、まず原発事故に伴う

風評被害に関するご質問についてでございますが、

このたびの福島第1原子力発電所の事故により、こ

れまで絶対に安全であると言われ続けてきた原発の

安全神話が崩壊し、日本全体が放尃能汚染をはじめ

とする様々な影響に不安と危険を感じております。 

特に、放尃能物質により汚染された農畜水産物の

出荷や水道水の使用が制限されるなど、その影響は
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広域的な被害をもたらし、深刻な影響を及ぼしてお

ります。 

このような中、泊原発において事故が発生した場

合、その規模によっては周辺市町村のみならず、本

市においても風評被害を含め影響が及ぶことも考え

られるところでございます。 

本市の農産物においても、風評被害により現在の

東北の農家の方々が苦しんでいるように、一瞬にし

てこれまで築き上げてきた信頼が崩壊してしまうお

それがございます。 

このため、北海道電力や国においては泊発電所の

事故が発生しないよう、安全性をさらに強化し、し

っかりと対応していただきたいというふうに考えて

いるところでございます。 

次に、本市の自然エネルギー、再生エネルギーの

可能性についてでございます。 

原発の安全神話が崩壊した今、代替エネルギーの

導入が急務であり、まずは何よりも国としてエネル

ギー政策のあり方を早急に検討する必要があるもの

と考えております。 

このような中、原子力に依存しないエネルギー社

会を構築するため、先の国会において制定された再

生可能エネルギー法案は、今後の自然エネルギーの

普及、拡大を図るために有効なものであるというふ

うに考えております。 

本市においても、自然エネルギーである水力発電

施設が複数設置されているところでありますが、自

然エネルギー資源の豊富な本市の強みを生かしたエ

ネルギー需要への貢献は可能性があるというふうに

考えております。 

なお、豊富な未利用地下資源の活用など、本市は

低炭素社会に貢献するエネルギー供給地としても大

きな可能性があるというふうに考えているところで

ございます。 

次に自然エネルギーをまちづくりに生かしていく

こということでのご質問についてでございますけど

も、原発事故の影響もあり、エネルギーや環境に対

する関心が非常に高まっております。今後、自然エ

ネルギーの導入はますます進展していくものという

ふうに考えております。しかし、経済性や安定供給

性など克服すべき課題を抱えている事実もございま

す。 

本市においても、自然エネルギーを活用したまち

づくりを進めていくことは重要であるというふうに

認識しておりますが、発電設備を設置するための初

期投資など多くの課題があることから、その普及に

は国や道の積極的な政策の推進と、それに対する支

援はもとより事業者の誘致、こういったものが不可

欠であると考えております。 

 先ほども述べましたが、本市が自然エネルギー資

源のほか豊富な未利用地下資源もあることから、大

きな可能性を持っているというふうに考えておりま

す。 

夕張は、国のエネルギー政策の転換によって大き

な影響を受けてきました。その夕張が再びエネルギ

ー政策の転換により地域を再生していくということ

は日本の復興にもつながる、そう確信し、積極的な

エネルギー政策の推進について国に働きかけをして

まいりたいというふうに考えているところでござい

ます。 

以上でございます。 

●議長 高橋一太君  はい熊谷議員、再質問ござ

いますか。 

 はい、どうぞ。 

●熊谷桂子君  今、市長からご答弁いただきまし

た。 

 私も、市としてこの地域の夕張岳の自然や炭鉱、

林業などの歴史を資産として守り育てることがぜひ

とも必要だと考えております。 

 まちの成り立ちからして、国策として石炭を掘る

ために作られたまち。かつて炭都と呼ばれたこのま

ち。世界的に見ても価値のある大規模な産業遺産、

そして豊かな自然が本当にこの夕張の宝だというふ

うに思います。 

 シューパロダム建設中の单部地域には、産業遺産

として市長からもありましたが、三菱大夕張鉄道保
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存会の管理する車両、また三菱大夕張炭鉱の歴史が

あります。 

 さらに、夕張岳には隣りの芦別岳とともに富良野

芦別道立自然公園の一角をなし、花の百名山のひと

つで、夕張岳独自の固有種のほか、北海道の山岳に

あるほぼすべての高山植物が見られるとされていま

す。 

 そのため、夕張岳の高山植物群落及び蛇紋岩メラ

ンジュ帯として、山ごと国の天然記念物に指定され

ていることはご存じのとおりです。 

 この夕張岳のヒュッテは老朽化し、現在建て替え

中ですが、このように山ごと国の天然記念物であり、

非常に貴重な自然であるにもかかわらず、自然保護

団体が指定管理者となり、人手も予算も非常に不足

する中でヒュッテの建て替えに苦労されているとい

う現状があります。また、固有種や貴重種の昆虫調

査をライフワークとして取り組んでいる方もいらっ

しゃいます。 

 これらは夕張の大きな宝であるだけでなく、国や

北海道の大きな宝でもあると思います。 

 石炭産業をこの夕張で始めたのも、終わりにした

のも国の政策です。 

 また、シューパロダムも国土交通省、農林水産省、

そして北海道企業局ほかによる共同事業、夕張川総

合開発事業として工事が進められております。 

 国の様々な助成金や補助金、また、道庁から出向

されている理事や、都庁から出向されている理事の

お知恵や力をお借りして、ぜひとも将来に禍根を残

さぬよう、これらのことをまちづくりの一環として

体系的に取り組んでいただくよう、市長からいい答

弁があったというふうに認識いたしましたが、重ね

て強く要望したいというふうに思います。 

 また、住民からはこれだけ全国的にこの災害が多

いと、この巨大なダムが本当に安全と言い切れるの

かと。もしもの場合、どこに避難をすればいいのか。

单部のコミュニティセンターではどうしようもない、

そういう不安が本当に沸き起こってくる、そういう

声も出ております。 

 東日本大震災では想定外の津波が襲い、歴史に残

る大災害となりました。 

 貯水量全国第4位のダムにもしものことがあった

ときに、どこにどうやって避難すればいいのか、そ

のことについても今後しっかりと検討し、住民に周

知することを要望いたします。 

 続きまして2点目、よろしいですか。 

●議長 高橋一太君  はい、今までの部分は要望

で結構ですね。 

   〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

 はい、どうぞ。 

●熊谷桂子君  泊で福島と同規模の原発事故があ

れば、今の東北と同じように大変な農産物の風評被

害も含めて大きな影響が出るというご答弁がありま

した。 

 そのリスクを小さくするためにも、市長自ら原発

の廃止と危険なプルサーマル計画の凍結を求めるべ

きではないでしょうか。 

 札幌市議会をはじめとする函館、小樽、旭川、根

室、網走、芦別、津別、斜里、広尾など全道各地で

35の市と町で原発からの撤退、原発依存からの転換

を求める意見書が各議会で採択されております。 

そのことについてどのようにお考えか伺います。 

 また、今、財政再生計画に沿って市の行政には相

当の規制があることとは思いますが、2007年度の再

建計画を作成いたしましたそのときの責任者といい

ますか、担当者でありました総務省から出向してい

た室長も、3 年後に再生計画を作った藤倉前市長も

長期間の中でローリング、見直しがどうしても必要

になると明言されました。 

 先ほど市長の方からも、これからも国とそういう

議論を重ねていくというご答弁がありましたけれど

も、加えまして今、夕張市には北海道から派遣され

ている理事、そして東京都庁から派遣されている理

事もいらっしゃいます。 

 全国唯一の財政再生団体が財政を切り詰め、人口

を減らしていくだけではなくて、この国の国難とも

言える現状の中で、北海道と東京都の大きな知恵を
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お借りし、期間短縮とともに自然エネルギーや再生

可能エネルギーで雇用を作り、労働人口の増加、一

日も早い財政再生計画の終了を目指して、市の総力

を挙げられるよう期待を込めて要望いたしたいと思

います。 

●議長 高橋一太君  ただいまの部分は要望でい

いですね。 

   〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、先ほど市長のお考えの部分ですね。 

   〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

 はい、じゃあこの部分。はい、市長。 

●市長 鈴木直道君  ご質問にお答えいたします。 

 泊原発の関係で今後の方向性というか、市長とし

ての見解というお話でございましたが、今、現時点

で北海道、原発依存度40パーセントを超えているよ

うな現状がございます。 

 こういった現実を見たときにですね、将来的には

その脱原発という流れがあるとは思うんですが、現

実的にですねそれを一気にゼロにするという議論自

体が与える影響というのも考慮しながらですね、考

えていく必要があるのではないかなということを私

自身は考えております。 

 ただ、先ほどもお話しましたけども、影響が何か

があったときには遅いですから、原発の存在という

ものの危険性も当然ありますが、人為的にですねそ

れが事故に結び付くということが最もあってはなら

ないことだというふうに考えてますので、北海道電

力はじめ国についてはそういった事故が起きないよ

うに、まずしっかりとお応えをいただきたいという

のが私のスタンスでございます。 

●議長 高橋一太君  はい、熊谷議員。 

●熊谷桂子君  いいご答弁、ありがとうございま

す。将来的には脱原発も考えていきたいということ

でした。 

 ただ、調査によりますと北海道電力泊原発の海底

には活断層があるという新しい調査報告もございま

す。 

 今後に向けましてしっかりと、夕張メロンそして

夕張のたくさんの農産品も含めてそれらを大事にす

る。そして、夕張の土地や空気、水、そういったも

のをしっかりと守っていく上からも、脱原発に対し

て今後も検討を加えていただきたいと思います。 

 どうもありがとうございました。 

●議長 高橋一太君  以上で熊谷議員の質問を終

わります。 

 次に、藤倉議員の質問を許します。 

 はい、藤倉議員。 

●藤倉 肇君（登壇）  私は、無所属議員の藤倉

肇でございます。 

 通告に従いまして、財政再生計画の進捗状況と市

長政策について、この2点一括質問をいたします。 

 財政再生計画の質問につきましては、午前中、高

間議員のご質問もあり、重複するところがあります

が、私の質問、意見を展開させていただきます。 

 まず第1点目は、財政再生計画の進捗状況につい

てであります。 

 本件をお尋ねするに当たって振り返ってみますと、

私は万感胸を打つものがあります。 

 先ほど高間議員も述べられておりました、5 年前

の平成18年6月に当時の市長が財政再建団体となる

ことを断腸の思いで決断され、市議会のこの場所に

おいて表明をされました。当時の市長はじめ、議員

の皆様の胸中にはいかばかりかと察するに余るもの

がございます。 

 混乱の中での策定に当たった財政再建計画は、財

政の立て直し、これに主眼を置かれたいわゆる借金

返し計画と噂されるものでありました。 

 しかし、当市としましては平成19年から総務大臣

の同意を得てこの計画をスタートさせました。 

 市民の皆様の理解と我慢と努力をもって、以来、3

年間で約 31 億の赤字を軽減することができました

ことは、市民の皆様もご承知のとおりであります。 

 この間、借金返しだけでは人口は止まらない、そ

して夕張市の存続、未来はない。今の市民生活、住

環境整備を何としてもしなければならないとの世論

が高まり、行政と議会と市民の皆さんが一体となっ
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て国と道に交渉を重ねてまいりました結果、平成22

年4月1日から地方公共団体の財政の健全化に関す

る法律が施行され、本市はご承知のように再建団体

から再生団体に移行いたしましたことは市民の周知

するところであります。 

 この計画の策定に当たっては、新しいまちづくり

のために市民生活の課題や問題点を明らかにして、

その対応策を計画に織り込んだものであります。 

事業計画は74項目に達しました。 

 私は今、本議会においてお尋ねしたいことは、こ

の財政再生計画の主な懸案事項の中で、二つありま

す。 

第1は、市営住宅再編事業についてであります。 

市営住宅を適切な戸数に集約し、維持管理費の財

政負担を軽減しつつ、安全で安心して暮らせるよう

な住宅環境の改善を進めるという計画であります。

事業費は実に約64億円、財源は国の補助金、北海道

補助金、地方債等の活用、住宅使用料収入を充てる

というものでございます。 

 さて、その中身でお聞きしたいのは、住宅建て替

えを190戸、除却、いわゆる古いところを壊して除

却してしまう除却1,700戸。さらには、改善改築385

戸。移転450戸。さらには高齢者に優しく、地元建

設業者による建て替えも建築も可能な木造平屋住宅

を検討すると、このように掲げてあります。 

 これらの計画に対しまして、現時点においての進

捗状況はどうなっておるのかをお尋ねいたします。 

 次に、し尿処理場の施設整備についてであります。

これも大きな計画であります。 

 現在のし尿処理場の施設や構築物が全面的に老朽

化しているほか、ボイラーであるとか重油タンクな

どが使用限界に達しておるものが多く、新たな施設

の建築を実施する計画であります。 

 事業費約15億、財源は国の補助金、地方債を活用

する。そして、平成22年度においては環境影響調査

をする。平成23年度においては実施計画を策定する

となっておりますが、この進捗状況はどうなってい

るのかもお聞きいたします。 

 この財政再生計画にかかわる進捗状況は以上であ

ります。 

 次にお尋ねしたいのは、新総務大臣との市長との

面談予定についてでございます。 

 当市の財政破綻以来、総務大臣が実に7名も替わ

っております。 

私の知る限りにおきましては、いずれの大臣も夕

張市の財政破綻の原因はひとり夕張市だけの責任で

はないとの認識を公の場においても示されておりま

す。さらには、国の責任についても言及をされてお

ります。 

 ここで私が申し上げたいのは、歴代の大臣が替わ

るにつれてその国の責任の部分、夕張の責任だけで

はない、国も責任があるんだと、こういう考え方が

薄れていきはしないかと。大臣が7名替わる中で、

これが薄れていくのではないかと、こういうことを

私は懸念します。 

 今、東北大震災、または台風12号等による国内に

おける問題がいろいろと山積されている中で、夕張

問題が風化されないか、忘れられないか。国に対し

ての夕張問題に対する折衝強化が、なお一層の折衝

強化が今、必要であると思います。 

 川端新総務大臣との会談予定はあるのか、この点

についても市長のお考えをお聞きしたいと。 

 さて、質問の2番目になります。市長政策、市長

の公約に取り上げられておる地域担当職員制度につ

いてであります。 

 市長は、地域担当職員制度について所信表明の中

で申し述べられておりますが、その進捗状況、事実

上の課題、これを導入する時期について、この点に

つきまして現時点における考えをお聞かせください。 

 まず私のこの質問の前提は、市長公約の卖なる制

度化や早期具現化を求めるものでは決してありませ

ん。 

 最も大事なことは、市民生活にこの制度をどのよ

うに生かしていくのか。また、市長がこの地域担当

職員制度を公約に掲げるに至った必要性とその実態

をどのように把握されているのか。市民生活の中に
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市長ありきをスローガンとされる現市長の思いを再

度お聞かせいただきたいと、このように思います。 

 よろしくお願いいたします。 

●議長 高橋一太君  はい、市長。 

●市長 鈴木直道君（登壇）  藤倉議員のご質問

にお答えいたします。 

まず、財政再生計画に登載した中核事業の進捗状

況及び今後の事業スケジュールについてであります

が、まず市営住宅再編事業に関しましては老朽化し

た市営住宅の建て替えと将来に向けたコンパクトな

まちづくりを目指す住環境整備を目的といたしまし

て、第1期工事として平成22年度から平成27年度

までの6年間、総額約31億円となる事業費を財政再

生計画に計上したところでございます。 

 この市営住宅再編事業の整備内容でありますが、

合計100戸の住宅建設をはじめ老朽化した住宅の除

却や住居の改善など、市民が安全で安心して暮らせ

るための環境を整えていくものでございます。 

 今年度は、单清水沢地区において20戸の住宅を建

設いたしますが、先の行政常任委員会でもご報告し

たとおりスケジュールに遅れが生じ、皆様にご心配

をおかけしたところでございます。 

今後、入居予定者皆様への対応も含めしっかりと

取り組んでまいりたいと考えております。 

 来年度以降においても、総体的な財源状況や住宅

管理の状況など現状を踏まえながら、しっかりと進

めてまいりたいというふうに考えております。 

次にし尿処理場の施設整備についてでございます

が、現在稼働中の平和し尿処理場につきましては昭

和33年に稼働し、昭和55年に大規模改修を行って

おりますが、建物及び施設内の機器、装置の老朽化

が著しいこと、また推計される将来人口の減尐に鑑

み現在の処理能力では規模が大きく維持費も莫大に

なることから、新たにし尿、浄化槽汚泥、生ごみを

一体的に処理し資源回収する汚泥再生処理センター

の建設を、平成23年度から平成27年度までの5年

間で総額約 15 億円となる事業費を財政再生計画に

計上したところでございます。 

財政再生計画において、汚泥再生処理センターに

ついては平成26年度までに竣工し、平成27年度か

ら供用を目指しているところであり、本計画推進の

ため、昨年度においては当該施設が環境省の循環型

社会形成推進交付金の対象施設であることから、交

付金申請に必須である地域計画をまず作成し、道、

国の承認を得たところでございます。 

地域計画においては、汚泥再生処理の要である水

処理及び資源化の方向性を定めたところであり、こ

の地域計画をもとに平成 23 年度において処理施設

の基本計画を策定するとともに環境影響調査を行い、

その後、具体的なプラントの設計を経て施設建設を

行う計画としており、スケジュール的にも財政再生

計画に登載した期間に沿うように取り進めていきた

いというふうに考えております。 

 また、これまで同様、計画の基本方針であります

市民生活の安全安心の維持確保の観点から、今後生

じる新たな諸課題に的確に対応するため、引き続き

財源確保を図るなど、着実に計画を推進してまいり

たいというふうに考えております。 

  次に財政再生計画の道や国との今後の協議につい

てでありますが、私としては人口減尐や高齢化が進

んでいる現状を踏まえ、市民の方々の行政サービス

をしっかりと確保しながら、尐しでも短い期間で財

政再建を成し遂げたいと考えており、そのための働

きかけを道や国に積極的に行っていきたいというふ

うに考えております。 

先ほども述べましたが、8月26日に開催された自

民党第10選挙区支部移動政調会、また8月31日に

開催された民主党单空知地域政策懇談会において、

関係する道議会議員の皆様に対して財政再生計画の

一日でも早い短縮の必要性を説明したほか、国への

働きかけへの支援についても要請をしたところでご

ざいます。 

また、道においては先に開催されました平成 23

年第2回定例道議会において、高橋知事から計画期

間を1年短縮するためには新たに二十数億円の財源

確保が必要であるが、そのためには国の支援が不可
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欠で、道としても国に働きかけなどを行っていきた

いとの発言もいただいておりますので、引き続き道

との連携を深めながら、計画期間の短縮に向け取り

組んでまいりたいと考えております。そして今後、

川端総務大臣に対して支援要請もしっかりと行って

いきたいというふうに考えております。 

なお、財政再生計画の策定に際し、住民生活に必

要な最低限の事業が盛り込まれておりますが、未だ

に橋りょうの点検の補修や、高規格救急自動車の計

画的更新など、緊急性のある事業が多数ございます

ので、今後、このような事業をいち早く実施できる

ようにあわせて要請をしていきたいというふうに考

えているところでございます。 

次に地域担当職員制度の導入についてであります

が、まず現状としては先進地域の状況を確認し、制

度設計を行うための基本方針について庁内から意見

を聴取し、どのような方法で導入することが最善で

あるかを検討している段階でございます。 

 地域担当職員制度は市民と行政が協働して行うま

ちづくりを目指すものであり、卖に行政主導で地域

を活性化しようというものではございません。 

 地域においてはすでに活発な活動をされている町

内会が多数あり、市民の皆様の手によるまちづくり

が行われているものと承知しており、感謝しており

ます。 

 そうした中で、地域担当職員はその地域の必要性

に応じて市民の皆さんと共に汗をかき、活動するも

のであります。 

  具体的には、町内会等の会合に地域担当職員が

参加をして、地域が抱えているニーズや課題を把握

すること、それに対し行政が持つ地域に関する必要

な情報をしっかりと提供していく、その積み重ねに

なります。 

行政側の働きとしては、地域の課題を主幹以下が

しっかりと把握して、その課題を担当課と情報共有

し、課長の指示のもとでしっかりと対応していくと

いうことを考えております。 

 また、この制度は若い職員がいろいろな町内会と

の連携を深めながら活動することで、従来の発想に

はとらわれない新たな可能性を秘めているものにな

るというふうに考えております。 

 このような制度の運用を地域に定着させようとす

るためには、継続することが可能な制度としてしっ

かりと制度設計を行った上で、効果的に導入する必

要があるというふうに考えているところでございま

す。 

 まず制度を導入する上で最も重要なことは、市民

の皆様にこの制度の趣旨等を十分に理解していただ

くことと、そしてその上で市民の皆様の意向を踏ま

えた制度設計をしっかり行うことであり、このため

にていねいな対応が必要であるというふうに考えて

おります。 

 また、導入方法についてはまずモデル地区を設置

し、先駆的な導入をして市民の皆様の声をいただき

ながら検証し、最も最善な方法を検討していきたい

というふうに考えているところでございます。 

 おおよそ来年1月ごろからモデル事業を展開させ

ていただき、来年度、24年度中に全市に展開できれ

ばというふうに検討しているところでございます。 

 私は、この制度の設計、そういったものをしっか

り行い、実行に向けてリーダーシップを発揮してい

きたいというふうに考えておりますので、ご理解と

ご協力ほどをよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

●議長 高橋一太君  藤倉議員、再質問ございま

すか。 

 はい、どうぞ。 

●藤倉 肇君  十分なご答弁をいただきました。

ありがとうございました。 

 せっかくの機会でございますので、質問といいま

すか、意見を2、3申し述べさせてもらいたいと思い

ます。 

 先ほども申し上げましたが、午前中の高間議員の

市長答弁の中で、市長は再生計画は今後の自治体を

財政破産させないための計画であると。すでに破綻

した夕張をどう再生させるか、この点が重要である
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と述べられております。私もまったく同感でありま

す。 

 その考え方を根底として、先ほども申し上げまし

た、くどいですが現在、東北大震災、台風第12号の

被害等による国の財源が逼迫しております。 

 夕張市の再生計画が計画どおり推移していくため

には、また推移するにはこのような状態の中で夕張

に不利益な変更は起こらないのか、また期間短縮と

言っておりますが、逆に期間延長にはなりはしない

のかと、そのようなことを私は懸念しております。 

 したがいまして、市長の答弁にもありましたけど

も、当市の計画にはこのような国の状況も考慮され

てできるだけ早く、当初の計画をスケジュールどお

りに事業に着手することが必要であると、このよう

に考えております。 

 二つ目、意見としましては、再生計画の実行に当

たって東京都との連携、また支援について市民の期

待するところが大であります。 

 しかし、私は何でも東京都に期待するのではなく、

再生計画の冒頭に述べられておるごとく、これはあ

くまでも夕張市は自主再建再生、この気構えで市民

は取り組んでいかなければいけないと。東京都に依

存するのではなくて、自主再建、これが前提である

と思います。 

 しつこいですが、再生の主体はあくまでも夕張市、

道、国、この3者の中で再生計画を進めるべきと思

います。今後とも、事あるごとに東京との連携はど

うなっているんだ、支援はどうなっているんだとい

う当てにする言動は軽々に起こすべきではない。 

 私は、東京都の支援の中で一番大きいのは、期待

するのは夕張市と国との間で今後、計画を進める中

で大きな問題解決に対しての大きなことが起こると

想定し、そのときこそ東京都が夕張市の立場に立っ

て国に、または全国民に夕張市に対する支援の意見

を出してくれる、国に対して夕張市支援の見解を示

してくれる。このことこそ本当に、東京都に対する

私は夕張にとっての大きな支援要請であると、この

ように思っております。 

 三つ目には、川端大臣との今、お話、市長もおっ

しゃるとおりです。 

 私はあえて言いますけども、ここのとこだけ、歴

代の大臣が夕張市の破綻の原因は夕張だけじゃない、

国にもあるんだと。また、当時の6人の大臣の中の

一人は、夕張に責任はないんだと、国の問題じゃな

いかと、こういうことを公の場で述べた方もおられ

ます。これは国の議事録を見てもらえばわかります。

委員会の議事録にそういうことも書いてあります。 

 そういうことでありますので、くどいですけども

今回の新大臣、川端大臣にもこの点、この点という

のは破綻した責任は夕張だけじゃない、国にもある

んだということを歴代の大臣が述べられているとい

うことを何らかの機会で力強く市長に私は述べても

らいたい、このように思います。 

 意見の最後ですが、地域担当者制度導入について、

これもよくわかりました。 

 市長と話そう会、市長と話そう会を今、市長はや

っております。これこそ私は、このことこそ地域担

当者制度の市長自らの率先垂範の行動であります。

もう市長はやってられるんです、ご自身が。 

 ですから、市長が述べられているように、この制

度は職員が地域づくりのために住民の声を聞くこと

だと、職員が住民のために声を聞くと。そして、地

域の実情や課題に向けて職員自らがどうやったら解

決できるかを考えること、そのためのシステムづく

りだと。おっしゃっているとおりであります。 

 私は、大事なことは市長の今おっしゃる理念、市

長の姿勢の根底となるこの考え方、このことが大事

であって、形の上の制度導入を早期に取り組むため

のものじゃありません。時間をかけても、十分な市

長のこの根底にある理念が追求できるような、達成

できるような遂行を望みます。 

 以上4点、意見として申し上げます。 

 鈴木市長の下に今、夕張はひとつになって再生し

ようと、そういう機運が高まっております。今こそ

行政、議会、市民の一体となった本当にまちづくり

に全力を挙げようと、このように叫びまして、私の
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質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

●議長 高橋一太君  以上で藤倉議員の質問を終

わります。 

―――――――――――――――――――――― 

●議長 高橋一太君  お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ、延会したいと思

います。これにご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 したがって、本日はこれで延会することに決定い

たしました。 

 なお、明日、9月14日の会議は夜間議会といたし

まして、初めて午後6時30分に繰り下げて開催する

ことにしておりますので、議員各位並びに市長ほか

出席される参与、書記の皆様はご承知おき願いたい

と思います。 

 以上をもちまして、本日はこれで延会いたします。 

 ご苦労さまです。 

―――――――――――――――――――――― 

午後 １時５５分 延会 
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